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専修大学商学研究所所報　　　(2018年3月1日現在)
1運　　営
(1)第1回定期所員総会(2017･5･23)
1.平成28年度事業ならびに会計報告(承認)
2.平成29年度事業実行計画案(承認)
3.平成29年度実行予算案(5,925,000円) (承認)
【人事課移管分人件費(アルバイト料) 990,000円)】 (承認)
(2)第2回定期所員総会(2018･ 1 ･23)
1.平成29年度事業中間報告
2.平成30年度事業計画(承認)
3.　　同　　予算要求(承認)
4.　　同　　予算要求明細
(3)運営委員会(6回開催)
1.平成29年4月18日
第1回運営委員会(14名)
2.平成29年5月23日
第2匝Ⅰ運営委員会(15名)
3.平成29年7月
第3回運営委員会(20名)
4.平成29年10月24日
第4回運営委員会(7名)
5.平成29年12月13日
第5回運営委員会(14名)
6.平成30年1月23日
第6回運営委員会(15名)
(承認)
商学研究所(図書館生田分館5階)
商学研究所(図書館生田分館5階)
商学研究所(メール審議)
商学研究所(図書館生田分館5階)
商学研究所(図書館生田分館5階)
商学研究所(図書館生田分館5階)
2　研究活動
(1)定例研究会
1.平成29年5月23日　　商学研究所(図書館生田分館5階)
大久保一彦(日本電信電話株式会社(NTT)セキュアプラット
フォーム研究所所長)
｢IoT′AI時代のサイバーセキュリティ課題とR&Dの方向
性｣ (12名)
2.平成29年6月22日　　生田キャンパス10号館10213教室
大島昭浩(一般社団法人神奈川経済同友会　事務局次長)
｢地方銀行業界の現状と展望｣ (32名)
3.平成29年7月4日　　生田キャンパス10号館10310教室
MattAllen (オーストラリア､ JamesCook大学特任教授)
｢ベトナムの産業化の進展に伴う社会･文化的課題｣ (20名)
4.平成29年7月18日　　商学研究所(図書館生田分館5階)
池部　亮(専修大学商学部准教授　商学研究所所員)
｢日本企業の東アジア展開一国際分業深化と進出日系企
業-｣ (7名)
5.平成29年10月17日　　商学研究所(図書館生田分館5階)
平川　潤(日本経済新聞社デジタル事業BtoBユニット　シニ
アコンサルタント)
｢デジタル･コンテンツ(テキスト)市場とそのビジネスモ
デル､および､マーケテイングの実態｣ (7名)
6.平成29年10月21日　　神田キャンパス5号館541教室
商学研究所､情報科学研究所､情報経営学会関東部会との合同
研究会
内野　明(専修大学商学部教授　商学研究所所員)
｢流通業の情報ネットワーク:趣旨説明を兼ねて｣
石金克也((秩)プラネット企画部､ JISA EDIタスクフォース副
座長)
｢プラネットのこれまでと標準化の重要性(仮題)｣
藤野裕司((秩)データ･アプリケーション､JISAEDIタスク
フォース座長)
｢固定電話網のI P網移行によるEDIへの影響と対策｣
(23名)
(2)公開シンポジウム
1.専修大学商学研究所主催シンポジウム
1)日　時:平成29年11月30日(木) 18:30-20:30
2)場　所:専修大学神田キャンパス7号館3階731教室
3)テーマ: ｢買い物弱者問題の解明と展望
-ソーシャル･ビジネスの現状と可能性-｣
4)プログラム:
18:30-18:35　挨拶･趣旨説明
吾郷貴紀(専修大学商学部教授　商学研究所所員)
18:35-18:50　少子高齢社会の実態と買い物弱者問題との関
連について
吾郷貴紀(専修大学商学部教授　商学研究所所員)
18:50-19:05　生活協同組合コープおおいたの取り組みにつ
いて
岡谷正憲(生活協同組合コープおおいたくらしサポート事業部)
19:05-19:20　過疎地域における超小型スーパーの取り組み
について
新島裕基(専修大学商学部兼任講師　商学研究所所員)
19:20-19:40　地方における交通支援の取り組み
岩尾詠一郎(専修大学商学部教授　商学研究所所員)
19:40-19:50　≪休憩≫
19:50-20:30　パネルディスカッション
超高齢社会における買い物弱者対策のあり方
コーディネーター:渡辺達朗(専修大学商学部長　南学研究所
所員)
パネラー:岡谷正憲･岩尾詠一郎･新島裕基
5)申込方法
FAXまたは電子メールのいずれかで､次の記載事項を明記の
上お送りいただくだけで申し込み完了とさせていただきます
(受講証等はお送りいたしません)｡
※受講ができない場合のみ連絡いたしますので､ご了承ください｡
"専修大学大学院公開講座第5回受講希望''と明記のと､
･言:氏名､言住所､ ･③電話番号､ {互年齢､ ⑤職業をご記入ください｡
申込先トOFAX : 03-3265-6375
0E-mail : gkouza33@acc.senshu-u.ac.jp
6)対　象:一一一般､教員､学生
7)受講料:無料(参加者18名)
2.専修大学商学研究所主催シンポジウム
l)日　時:平成30年2月3日(土) 13:30-17:00
2)場　所:専修大学サテライトキャンパス　スタジオA
3)テーマ: ｢アジアにおけるビジネス文化の特徴と課堪｣
4)講　演:
(1) 13:30-13:35 ｢シンポジウムの趣旨説明｣
上田　和勇(専修大学商学部教授　商学研究所所員)
(2) 13:35-14:05 ｢ベトナムのビジネス文化の特徴と課題｣
チン･トウイ･フン(ダナン経済大学　専任講師)
(3) 14:05-14:35 ｢タイのビジネス日本語教育の状況(仮)｣
Teerawut Sunthara (タイ商工会議所大学　講師)
14:35-14:45　≪休憩≫
(4) 14:45-15:15 ｢中国のビジネス文化の特徴と課題｣
他部　亮(専修大学商学部准教授　商学研究所所員)
(5) 15:15-15:45 ｢ビジネス文化とリスクマネジメント｣
上田　和勇(専修大学商学部教授　商学研究所所員)
15:45-15:55　≪休憩≫
(6) 15:55-16:55　パネルディスカッション
テーマ:アジアにおけるビジネス･カルチャー･ギャップ
をどうマネジメントするか
司会:小林　守(専修大学商学部教授　商学研究所所員)
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パネラー:ナン･トウイ･フン(ダナン経済大学　専任講師)
Teerawut Sunthara (タイ商工会議所大学　講師)
池部　亮(専修大学商学部准教授　商学研究所所員)
上田　和勇(専修大学商学部教授　商学研究所所員)
(7) 16:55-17:00 ｢閉会の挨拶｣
神原　理(専修大学商学部教授　商学研究所長)
17:30-懇親会(参加者14名)
(3)研究プロジェクト
(A)吾郷チーム:吾郷貴紀所員･岩尾詠一郎所員.川野訓
志所員･渡辺達朗所員･新島裕基所員
｢買物弱者問題の解明と展望｣
(50万) 3カ年計画の3年目
(B)岡田チーム:岡田穣所員･岩尾詠一郎所員･大崎恒次
所員･八島明朗所員･小酒井正和氏
｢海岸林の管理活動への企業参入に向けた研究｣
(50万) 3カ年計画の2年臼
(C)上田チーム:上田和勇　所員･岩尾詠一郎所員･大崎恒
次所員･神原理所員･小林守所員
｢東南アジアの企業経営における現地文化とリスク対応｣
(50万) 3カ年計画の1年目
(4)国際交流
平成30年2月3日
専修大学商学研究所のプロジェクト研究のもとで､タイ商⊥会
議所大学のティラウット･スントラ講師およびベトナム･ダナ
ン経済大学のチン･トウイ･フン講師を報告者およびパネラー
として招聴し､本学サテライトキャンパスにおいて｢アジアに
おけるビジネス文化の特徴と課題｣というテーマでシンポジウ
ムを実施した｡併せて､両大学との今後の研究協力関係につい
て意見交換を行った｡
3　刊行書籍
(1)商学研究所報発行
第49巻第1弓一(2017･10)　　　　　朱克字準所員(350部)
｢外資系百貨店の中国市場における展開｣
第49巻第2号(2017･12)　　　　　川野訓志所員(350部)
｢九州における小売業の位置づけについて一出店規制との関連
で-｣
第49巻第3号(2018･2)　　　　　　新島裕基所員(350部)
｢住民や行政主導による買い物弱者対策の展望一住民組織制度
に注目して｣
第49巻第4号(2018･2)　　　　　　　関根孝所員(350部)
｢現代のマーケテイング概念｣
(2)専修ビジネスレビュー発行
第13弓- (白桃書房､ 2018･3) (500部)
(3)商学研究所叢書
叢書第17巻(白桃書房､ 2018･3) (loo部)
4　その他
所員数は､合計76名(内､準所員2名)
<専修大学商学研究所所報正誤表>
専修大学商学研究所所報に誤りがありましたので､　　　　　1頁､上から2 1行目､
お詫びして訂正いたします｡　　　　　　　　　　　　　　　　第5回運営委員会
(誤) 12月13日⇒ (正) 12月19日
